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Ⅰ．成果の概要

事業期間内の技術開発計画実施に伴う実績及び成果の概要に関して、Ⅱ．成果の詳細の内容を500～1000字でまとめてください。





Ⅱ．成果の詳細

１．目指す成果の創出

※このパートは、技術開発計画で目指した成果が創出されたかどうか、達成度を自己評価し報告するものです。
※最新の技術開発計画書の「Ⅱ．技術開発課題計画の詳細　１．「技術開発テーマの目標（出口目標、成果目標）」を達成するために本技術開発課題計画で目指す成果　（１）目指す成果」の内容を転記し、これに対してどのような成果が創出されたか記載し、その成果が、目指した成果に比して優れていたか/目指した通りであったか/目指す成果には至らなかったか等、自己評価を行い記載してください。
※また、本技術開発課題の成果が、技術開発テーマの目標（出口目標、成果目標）の達成に貢献していくか、その見通しについても記載してください。
※記載の形式は自由です。
※このパートでの報告に関係する成果の外部への発表や特許出願等は、別表に記載の上引用して下さい。



２．社会実装の見通し

※このパートは本技術開発課題の終了後に、その成果を社会実装する見通しを報告するものです。最新の技術開発計画書「Ⅸ．社会実装に向けた事業計画等に関する情報」の項目・内容を踏まえ、また必要に応じてこれに対比させ、社会実装に向けた現在の見通しを記載して下さい。
※特に、当初想定した絵姿、これに向けた実用化・事業化のスケジュールや、定量的な見通し（収益、市場シェア等）等について、本技術開発課題終了時点の状況をアップデートしてください。
※記載の形式は自由です。
※このパートでの報告に関係する成果の外部への発表や特許出願等は、別表に記載の上引用して下さい。



３．技術開発計画の実施結果

※このパートは、技術開発計画全般について、実施結果を報告するものです。以下の項目立てに従い、最新の技術開発計画書の該当する箇所の記載内容に照らし合わせ、その結果を報告して下さい。
※また、既に進捗報告会議等へ提出した資料等で報告済の内容は、当該資料を本報告書に添付し、これを引用して構いません。
※このパートでの報告に関係する成果の外部への発表や特許出願等は、別表に記載の上引用して下さい。

１．技術開発の進捗結果
※この項では、技術開発計画書「Ⅱ．技術開発課題計画の詳細」の「２．目指す成果達成に向けた技術開発項目について」から「５．企業における経営戦略等への位置付け」までの内容に照らし合わせ、実施結果を報告して下さい。
※必要に応じて、既に進捗報告会議等へ提出した資料等の記載を引用して下さい。

２．技術開発のリスクマネジメントの結果
※この項では、技術開発計画書「Ⅱ．技術開発課題計画の詳細　６．技術開発のリスクマネジメント」の内容に照らし合わせ、結果を報告して下さい。
※必要に応じて、既に進捗報告会議等へ提出した資料等の記載を引用して下さい。

３．代表機関としての技術開発マネジメントの結果
※この項では、技術開発計画書「Ⅲ．代表機関としての技術開発マネジメントの計画」の内容に照らし合わせ、結果を報告して下さい。
※必要に応じて、既に進捗報告会議等へ提出した資料等の記載を引用して下さい。




４．特筆すべき事柄

※このパートは、前項までで報告した内容の他に、特に評価に値する優れた取組等について報告するものです。マネジメント、知財戦略、予算執行管理、人材育成、各種法令・規則等への対応、国際連携、状況の変化への対応等、ここに報告すべき内容について、自由記述してください。
※他の項目と重複する内容は記載しないでください。
※このパートでの報告に関係する成果の外部への発表や特許出願等は、別表に記載の上引用して下さい。



５．その他の成果

※このパートは、技術開発から創出された成果について、技術開発計画における関連記載の有無に関わらず、関係者に周知・広報するに値する内容を、幅広く報告するものです。「Ⅰ．技術開発成果」に記載の内容にとらわれず、科学技術的、事業的、ないし社会的に価値が高いと考える成果内容を、その理由や根拠も含めて、自由記述して下さい。
※成果の外部への発表、特許出願等は別表に記載して下さい。



（別表）

Ⅰ．成果の外部への発表

（１）学術論文、技術論文（学会収録等を含む）
	発行日または掲載日
	論文題名
	書誌情報（*１）
	DOI
	言語（*2）
	査読(*3)
	技術開発項目(*4)

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


(*1)以下の情報を記入して下さい。
・筆頭著者（所属機関）
・責任著者（所属機関）　（*下線を引いて下さい）
・共著者（本技術開発課題に参画する者のみ）　（*括弧で括って下さい）
・掲載誌名、巻、号、ページ、発行年、その他主要な書誌情報
(*2)掲載誌が使用する主たる言語を記入して下さい（例：日本語、英語）
(*3)この論文が査読を受けて掲載された場合は「有」、そうではない場合は「無」と記入して下さい。
(*4)この論文の元になった成果が属する技術開発項目名を記入して下さい。長い場合は略称で構いません。

（２）その他の記事
	発行日または掲載日
	記事名
	書誌情報（*１）
	DOIまたはURL
	言語（*2）
	技術開発項目(*3)

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


(*1)以下の中から該当する情報を記入して下さい。
・筆頭著者（所属機関）
・責任著者（所属機関）　（*下線を引いて下さい）
・共著者（本技術開発課題に参画する者のみ）　（*括弧で括って下さい）
・記事媒体（雑誌の場合の誌名、電子媒体の場合は電子雑誌名、ホームページ名、等）、発行者名
・その他この記事を特定するために必要な、主要な書誌情報
(*2)記事執筆に使用した言語を記入して下さい（例：日本語、英語）
(*3)この論文の元になった成果が属する技術開発項目名を記入して下さい。長い場合は略称で構いません。

（３）学会・シンポジウム等における口頭・ポスター発表
	発表・講演日
	発表・講演題名
	会議情報（*１）
	会議URL
	言語（*2）
	種別(*3)
	技術開発項目(*43)

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


(*1)以下の中から該当する情報を記入して下さい。
・筆頭著者（所属機関）
・責任著者（所属機関）　（*下線を引いて下さい）
・共著者（本技術開発課題に参画する者のみ）　（*括弧で括って下さい）
・学会・シンポジウム名
・開催地
・開催期間
(*2)発表・講演に使用した言語を記入して下さい（例：日本語、英語）
(*3)招待講演/一般公演の別、口頭発表/ポスター発表の別を記入して下さい（例：「招待・口頭」「一般・ポスター」
(*4)この論文の元になった成果が属する技術開発項目名を記入して下さい。長い場合は略称で構いません。

（４）「国民との科学・技術対話」に対する取り組み
※該当する成果について、その内容がわかるように記載して下さい（様式自由）。

Ⅱ．特許等

（１）データベース等の整備関連
※成果としてのデータベース等の整備があれば、データベース名、公開の有無と所在場所（URL）を記載してください。（(記載例) ○○と△△の機能関係のデータベース（専門データベース名）、有、URL：http://www.～）

（２）特許出願
※以下の例を参考に技術開発成果に係る特許出願に関する情報を記載してください。また、特許出願等に関する事後調査の窓口となる担当者　（特許出願等を管理する担当者等）も記載してください。
１．特許出願について
	No
	発明の名称
	出願人
	出願番号
	出願日

	例
	▲▲装置
	○○○○株式会社 (*1)
	特願2019-012345 (*2)
	2024.7.15

	1
	◇◇◇▼▼の製造方法
	○○○○株式会社(*1)
	PCT/JP2019/012345  (*2)
	2025.11.05

	2
	　
	　
	　
	　

	3
	　
	　
	　
	　


(*1)出願人が複数の場合は、すべての機関等を記載してください。
(*2)必ず出願番号を記載してください。（桁数、ハイフン-スラッシュにご注意ください。出願国によって表記が異なります。）
※委託契約に基づく技術開発で生まれた成果に関して、特許出願を行った場合は、産業技術力強化法第１７条の規定に基づき、別途、所定の様式を機構へ提出する事が義務づけられています。上記の特許出願について、所定の様式により提出済であることを特許出願等を管理する担当部署にご確認ください。
２．特許出願等に関する事後調査の窓口となる担当者（特許出願等を管理する担当者等）
	所属
	　

	役職
	　

	氏名　
	　

	Emailアドレス
	　

	電話番号
	　



以上

1
